
 

 

 

 

 

「１５０回目の誕生日」 

校長 百田 明弘 

６月２０日に「ハッピーバースデー相原小～１５０周年～」集会が行われました。集会委員の児童が

準備や計画をして、司会進行を務めました。自分たちの学校が１５０歳というのは自慢できることです

し、相原小学校の一員として誇りや自覚をもつ、良い機会になったと思っています。 

はじめに今回の１５０周年記念行事を通しての全体を貫く考え方「コンセプト」について、話しまし

た。過去、現在、そして未来について考える時間にもなりました。 

 

 

 

 

 

６年生が総合的な学習の時間で調べて、まとめた「相原小ものがたり」の発表がありました。学校に

残る資料や今までの周年の記念誌などから、開校当初や明治時代の学校の様子など役割演技も交えなが

ら、上手に伝えてくれました。知らなかったことがたくさんありました。続いて、５０年前に小学生だ

ったという本校卒業生の明星大学特任教授「相原先生」にお話ししていただきました。剣道や野球をし

ていたこと、在校時の校舎やプールの様子、１００周年記念式典のこと、マラソンをしていたこと…な

ど、どれも驚きや発見のあるお話ばかりで、最後に今の小学生に励ましのメッセージも頂きました。 

この後、６年生と相原先生の発表を受けて、インタビューの時間がありました。「未来の相原小はど

うなっているのか？」「未来の相原小にあったらいいなと思うものは何か？」「未来の相原小に行けた

ら、何を見たいか？」どんな答えが出たと思いますか？ 

最後は全員で合唱「みんなだいすき」。素敵な歌声で感動しました。トリは、相原町大地沢生まれの

ゼルビーくんをゲストに「ハッピーバースデー」の大合唱。３択クイズも一緒に楽しみました。 

 

さて、５０年前の記念誌に「父母と教師と児童が語る将来の教育」という座談会ページを見つけまし

た。司会の「これからの相原はどう変わってほしい？」という質問に児童は「店が増え、欲しいものが

すぐ手に入る町になってほしい」「緑を残して、そのうえ便利な町になってほしい」「人口が増えて大

戸や坂下にも小学校ができるのでは？」「この辺にも高速道路ができるような気がする」「相原の踏切

が立体交差になるのでは…」「家庭にコンピューターがいきわたり学校に行かなくても済む時代が来

る」…。50年後の今、その通りのこともありますね。この座談会は、PTA会長が、「なんだかタイム

マシンに乗っている気持ちだ」と締めくくっています。私もこの日の集会に参加して、同じ気持ちにな

りました。秋にはタイムカプセルの企画もありますが、この日にあったことが、30年後や50年後に

伝わっていくことを思うとなんだかワクワクしてきます。 
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町田市立相原小学校 

校 長 百田 明弘 

学校便り ＮＯ．4 あいはら 
２０２４年 開校１５０周年 「かがやく未来へ つなげ相っ子！」 学校 HP 

相原小学校ものがたり（あいはら～今昔～）🌲🌲🌳🌳🌳 🌳🌳🌳🌲🌲 

 

Keep NATURE 

自然を守っていこう！ 

 山、森、川、生きものたち・・・ 

Inherit CULTURE 

伝統・文化を引き継ごう！ 

カイコ、竹灯篭・・・校舎は明治・昭和・令和 

Bright FUTURE 

 かがやく 未来へ！ 

 みなさんがつくっていく・・・ 


